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＜白金標準先物、3400円で底固めに移行しアノマリー相場へ・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

中国恒大集団の子会社である景程のドル建て債 8250万ドルの利払い猶予期日を超えても履

行が示されなかった事から大手格付け会社フィッチは、長期債の格付けを「Ｃ」から部分

的デフォルトの「ＲＤ」へ格下げを実施している。しかし恒大集団のリスク管理委員会に

管轄下の広東省政府は 6 割を占める職員を派遣し、政府管轄下において恒大集団の事業継

続をサポートしている。そのため 28 日に恒大集団のドル建て債 2 億 2250 万ドルの利払い

期日に向けて、債権者と協議を行っていく事になる。 

特に白金標準先物は、「ＲＤ」の格下げを受け週末には 3401 円まで下値を模索する下落を

示しているが、オミクロン株の感染リスクが後退し、政府管理下に置かれた恒大集団は 2019

年の海南省の海航集団のデフォルト同様に政府管理下で時間を掛けた事業整理を行うソフ

トランディングが予想されるため、これ以上の混乱は避けられるのでないか。 

そのため目先 FOMCで 3400円を試せば、要因一巡から底固めの動きを見せると思われる。 

＜テクニカル＞ 

白金標準先物の日足を MACD と RCI で見た場合は、MACD では MACD が切り上げだし、シグナ

ルは下げ続けている。RCI は短期が長期を上回ており、長期が上昇を示すと基調は好転し

3528円の目先の高値に向けた値動きが予想される。 

＜データー＞ 

NYMEX指定倉庫在庫（トロイオンス）：501628（前週比+149） 

世界プラチナ ETF残高（トン）：71.22（前週比-0.40）
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このレポートはお客様への情報提供を目的としています。情報に関しては正確を期するよう最善を尽くしておりま

すが、内容の正確性、信憑性に関し保証をするものではありません。利用にあたっては自己責任の下で行って下

さい。売買の判断はお客様御自身で行って下さい。  

○商品デリバティブ取引は最初に委託者証拠金等の預託が必要で、その額は商品によって異なりますが、最高額

は１枚当たり通常取引 307,000円（2021年 12月 13日現在）です。また、委託者証拠金は相場変動や日数の経過

により追加預託が必要になることがあり、その額は商品や相場の変動によって異なります。 ○商品デリバティブ

取引は相場の変動によって損失が生ずることがあります。また、実際の取引金額は委託者証拠金の約 10 倍から

70倍と著しく大きいため、損失額が預託している委託者証拠金の額を上回ることがあります。 ○商品デリバティブ

取引は委託手数料がかかり、その額は商品によって異なりますが、最高額は 1 枚あたり往復 31,460 円（2021 年

12 月 13 日現在）です。手数料額は相場変動により増減する場合があります。  

当社（商品先物取引業者）の企業情報は当社本・支店及び日本商品先物取引協会で開示しています。お取引に

ついての御相談は、当社顧客サービス担当（東京）電話 03-3249-8827 （受付時間：平日 8:30～17:30） 
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